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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

電機工業会（JEMA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS C 9612:2005

は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，平成 25 年 10 月 31 日までの間は，工業標準化法第 19 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS

マーク表示認証において，JIS C 9612:2005 によることができる。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 9612：2013 
 

ルームエアコンディショナ 
Room air conditioners 

 
序文 

この規格は，1964 年に制定され，その後 10 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2005 年に

行われたが，その後，エネルギー効率の評価方法の見直しなどに対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，室内の快適な空気調和を目的とし，冷房，並びに空気の循環及び除じん（塵）を行う次の

ルームエアコンディショナ（以下，ルームエアコンという。）について規定する。ルームエアコンには暖房

を兼ねるものを含む。 

a) 圧縮式冷凍機，送風機などを一つのキャビネットに内蔵した一体形で，定格冷房能力が 10 kW 以下の

ルームエアコン。 

b) 圧縮式冷凍機，送風機などを二つのキャビネットに内蔵した分離形で，一台の室外機に一台の室内機

を接続した定格冷房能力が 10 kW 以下のルームエアコン。 

c) 圧縮式冷凍機，送風機などを三つ以上のキャビネットに内蔵した分離形で，一台の室外機に二台以上

の室内機を接続した定格冷房能力が 28 kW 以下のルームエアコン（以下，マルチ形ルームエアコンデ

ィショナという。）。 

なお，マルチ形ルームエアコンディショナ固有の事項を，附属書 E 及び附属書 F に規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 8615-1:2013 エアコンディショナ－第 1 部：直吹き形エアコンディショナ及びヒートポンプ－

定格性能及び運転性能試験法 

JIS C 3306 ビニルコード 

JIS C 9335-1 家庭用及びこれに類する電気機器の安全性－第 1 部：一般要求事項 

JIS C 9335-2-40 家庭用及びこれに類する電気機器の安全性－第 2-40 部：エアコンディショナ及び除

湿機の個別要求事項 

JIS C 9815-1 エアコンディショナ及び空気熱源ヒートポンプの定格音響パワーレベル－第 1 部：直吹

き形室外機 

JIS C 9815-2 エアコンディショナ及び空気熱源ヒートポンプの定格音響パワーレベル－第 2 部：直吹


